
令和７～１３ 令和１０～１３

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 (2025～2031) (2028～2031）

(2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031) 年までの 年までの
増減 増減

388 390 384 340 321 348

▲ 38 + 2 ▲ 6 ▲ 44 ▲ 19 + 27

( 108 ) ( 117 ) ( 83 ) ( 98 ) ( 85 ) ( 91 )

▲ 20 ＋9 ▲ 34 ＋15 ▲ 13 + 6

( 170 ) ( 181 ) ( 192 ) ( 162 ) ( 165 ) ( 169 )

▲ 10 + 11 + 11 ▲ 30 + 3 + 4

普通 計

士別翔雲 2 商 1 3 31

地 下川商業 商 1 1 6

名　　寄 4 工 1 5 62

地 美　　深 1 1 12

総 *剣　　淵 1 1 28

*おといねっぷ
美術工芸

1 1 4

6校 9 12 143
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・

・

上川北学区高校配置計画の見込み

職業

地域別検討協議会学区別検討資料(上川北学区)

対前年増減

▲ 26

▲ 12

対前年増減

▲ 30

( 180 )

学校名

+ 1

± 0

( 128 )

▲ 78

426

▲ 42

資料５

Ｒ７

+ 11

学区内中卒者数

▲ 21

(2024) (2025)

426

Ｒ６
区　　分

( 199 )

▲ 23

令和10(2028)～13(2031)年度までの見通し 摘要

▲ 26

▲ 19

Ｒ6
(2024)
欠員

学区の検討事項と現状・課題

対前年増減

令和９(2027)
年度の見通し

令和６(2024)年度の

学科及び募集学級数

名寄市中卒者数

( 117 )士別市中卒者数

令和８(2026)
年度

令和７(2025)
年度

3

注１ 学科種別の「普通」には、普通科のほか、総合学科、理数、外国語、体育等の専門学科を含む。

注２ 学校名の｢単｣は単位制、｢総｣は総合学科、｢フ｣はフィールド制、｢中高｣は連携型中高一貫教育校、｢地｣は地域連携校。

現状・課題

令和１０（２０２８）年以降については、令和１３（２０３１）年までに学区全体で４
２人の中卒者数の減が見込まれることなども考慮した配置の在り方の検討が必要

美深の協力校

下川商業の協力校
R6(2024)第２次募集後
学級減

○中卒者数の増減に対応しながら、多様
な学習ニーズに応える高校配置の在り方

欠員が４０人以上生じている学校について、定員を含む学科構成の在り方について検討
が必要

注４ 令和６(2024)年度募集学級数の「→」表示は、第2次募集後の学級減を実施したことを示す。

注３ 学校名の＊は市町村立学校。

令和９（２０２７）年度の定員調整等の検討に当たっては、２人の中卒者数の増のほ
か、市町村ごとの中卒者数の状況、欠員の状況なども考慮した検討が必要

学区の検討事項

3→2

10→
9

０～１学級
に相当する
中卒者の増

４年間で１～２学級に相当す
る中卒者の減


